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平成２０年度決算認定
９月定例会で継続審査としていた各会計の決算を審議の結果、全員賛成で認定しました。

会　　　計　　　名 歳入（財源） 歳出（使いみち） 歳出の前年度
との比較（％）

一　　　般　　　会　　　計 60 億 9,621 万円 59億 9,440 万円 ９６．９

特　

 

別　

 

会　

 

計

国民健康保険事業 19 億 7,091 万円 20億 5,470 万円 ９４．６
老人保健 2 億 4,587 万円 2億 3,769 万円 １０．６
かんがい施設維持管理運営費 5,088 万円 5,087 万円 １６０．７
後期高齢者医療 1 億 9,239 万円 1億 9,106 万円 －　
住宅新築資金等 136 万円 135 万円 ６６．２
流域関連公共下水道事業 7 億 5,062 万円 7億 4,935 万円 ９０．１
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 748 万円 747 万円 ４９．８

水　 道 　事 　業　 会 　計
収益的収支 3 億 4,217 万円 3億 2,748 万円 ９５．４
資本的収支 1,485 万円 7,466 万円 ６４．１

病 　院 　事 　業　 会　 計
収益的収支 25 億 8,033 万円 26億 5,829 万円 １０８．７
資本的収支 3 億 6,291 万円 5 億 2,038 万円 １１４．９

介護老人保健施設事業会計
収益的収支 3 億   901 万円 3億   781 万円 １０１．１
資本的収支 949 万円 2,043 万円 １００．３

【会計別決算状況】

前
年
度
よ
り

１
億
９
３
４
３
万
円
減

一
般
会
計
決
算　

59
億
９
４
４
０
万
円          

　

平
成
20
年
度
の
決
算
で
は
、
歳
入
決
算
60
億
９
６
２
１
万
円
と

19
度
よ
り
１
億
７
５
９
５
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

町
税
の
伸
び
悩
み
や
国
庫
補
助
・
負
担
金
の
一
般
財
源
化
、
地
方

交
付
税
の
減
額
な
ど
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
決
算
は
59
億
９
４
４
０
万
円
と
、
前
年
度
よ
り

１
億
９
３
４
３
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
財
政
の

健
全
化
を
図
り
、
町
総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
経
費
の
効
率
化
に

努
め
た
効
果
が
上
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
イ
ン
タ
ー
関
連
事
業
の
負
担
金
や
介
護･

国
保
な
ど
の

保
険
関
係
費
用
、
じ
ん
芥
に
関
す
る
費
用
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

インター関連事業負担金 や介護・国保関係費用など

建設が進むインターチェンジ建設工事
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歳入決算額
６０億９,６２１万円
（１００％）

自主財源
町が自主的に集める
ことができるお金

２５億６，２１７ 万円
（４２．０３％）

依存財源
国や県から交付され
るお金

３５億３，４０４   万円
（５７．９７％）

町税
１８億３，４９５   万円
（３０．１０％）

諸収入
３億４，９９５   万円
（５.７４％）

使用料及び手数料
１億７，９１４   万円
（２．９４％）

分担金及び負担金
９，９６４ 万円
（１．６３％）

繰越金
８，４３２ 万円
（１．３８％）

地方交付税
２２億５，９３９   万円

（３７．０６％）

町債（町の借入金）
３億４，９９１ 万円
（５．７４％）

国庫支出金
２億１，６７１ 万円
（３．５５％）

県支出金
３億６，２１８ 万円
（５．９４％）

地方消費税交付金
１億５，０５４ 万円
（２．４７％）

地方譲与税
８，９７４ 万円
（１．４７％）

自動車取得税交付金
　４，３８３万円（０．７２％）
ゴルフ場利用税交付金
　２，８６６万円（０．４７％）
地方特例交付金
　１，８７２万円（０．３１％）
利子割交付金
　　       ７７１万円（０．１３％）
配当割交付金
 　　    　２１４万円（０．０４％）
交通安全対策特別交付金
　　       ３６６万円（０．０６％）
株式等譲渡所得割交付金
　　       　８５万円（０．０１％）

県支出金とは
　県から町に対して交付される資金
○国民健康保険基盤安定負担金　　　　　４，６６０万円
○障害者自立支援給付費負担金　　　　　５，７９０万円
○重度心身障害者医療費補助金　　　　　２, ８１２万円
○後期高齢者医療保険基盤安定負担金      ３, ２４９万円
○河川費補助金　　　　　　　　　　　　１，４００万円
○農業費補助金 ５，２００万円

国庫支出金とは
　国の施策又は地方公共団体の財政上特別の
　必要がある場合に、国から交付される資金
○障害者自立支援給付費負担金 １億１，４８６万円
○地域活性化・緊急安心実現総合対策　　　  ６３３万円
　交付金事業補助金 
○国民健康保険基盤安定負担金 ６９０万円
○定額給付金交付事業補助金 ４６０万円

町税の内訳
収入額 割合（％）

町 民 税 ８億４，１５２万円 45.9
固定資産税 ８億３，３０７万円 45.4
軽自動車税 ３，５９６万円 1.9
町たばこ税 １億２，４４０万円 6.8
合　計 １８億３，４９５万円 100.0

平 成 ２  ０ 年 度

一　般　会　計使いみち
（歳出）

財　　源
（歳入）

寄付金
９３ 万円（０．０２％）

財産収入
７２３ 万円（０．１２％）

繰入金
６０１ 万円（０．１０％）

0 10 億 20 億

平成18年度

平成19年度

平成20年度

地方交付税の推移

２４億８，０２１万円

２２億８，３１５万円

２２億５，９３９万円
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歳出決算額
５９億９,４４０万円
（１００％）

民生費
１８億４，６４４万円
（３０．８０％）

総務費
７億６，０３３万円
（１２．６８％）

衛生費
７億７，５１８万円
（１２．９３％） 公債費

９億１２１万円
（１５．０４％）

（借金の返済）

土木費
６億５, ４２７万円
（１０．９２％）

教育費
４億１，０６３万円

（６．８５％）

消防費
２億９，９８７万円

（５．００％）

農林水産業費
１億３，３１１万円
（２．２２％）

議会費 ９，４９５万円（１．５８％）

労働費 １，０００万円 （０．１７％）

商工費 ４，５４０万円 （０．７６％）

○西川線、中山・中間線路線
  バス運行負担金 　 １，１９２万円
○商工会補助金　 　　　５００万円
○産業まつり補助金 　　２００万円
○代替バス補助金　　 　５１４万円

○九州労働金庫預託金
　 　　　　　　  １，０００万円

○直鞍広域消防負担金
　                 ２億７，１３４万円
○防火水槽（１カ所）    ４０３万円

○インターチェンジアクセス道路
　負担金　 　    ２億２，５００万円
○町営住宅管理費      ４，８５９万円
○急傾斜地崩壊対策事業費
　　　　　　　     　２，７７５万円
○山田川水利組合負担金
　　　　　　　  　　 　７００万円
○流域関連公共下水道事業
  繰出金    　　１億６，５２５万円

○介護保険広域連合負担金
　　　　　　　         ２億２，７５５万円
○障害者自立支援事業費
                       ２億３，２０８万円
○児童手当費  　      １億１，５３０万円
○重度心身障害者医療費
　         　　　　　　　     ６，１６８万円
○国民健康保険基盤安定
  繰出金　　　 　　  ６，８１４万円
○後期高齢者医療保険
  基盤安定繰出金　  ４，３３２万円
○社会福祉協議会補助金
  　　　　　　　　            ３，５８５万円

平 成 ２  ０ 年 度

一　般　会　計使いみち
（歳出）

財　　源
（歳入）

○鞍手駅関連施設指定管理料
 　　　６１５万円

○交通安全施設整備費 　４０３万円
○固定資産（土地）地番
  現況図更新業務費用　  ２０１万円

総合福祉センター建設等の
借入金など

○じん芥に関わる経費
　                ３億２,０１５万円
○町立病院繰出金
                  １億９，８９６万円
○衛生センターに関わる経費
　　　　　　　　１億０，６００万円
○予防接種事業費    １，５０６万円
○小型浄化槽補助金           ８３３万円
○葬斎場指定管理料   １，８６２万円
○葬斎場修繕費　 　  　       ５４１万円
○老人保健事業費　   ２，００９万円

諸支出金 ６，３０１万円 （１．０５％）

○剣南小特別教室棟改修
　工事費　　　　　　       ８６６万円
○外国青年招致事業費    ５７０万円
○鞍手北中バックネット
  改修工事費　　 　　　 ２４４万円
○共同調理場下処理室
  改修工事費　  　　   　１３４万円

○議員報酬　　   ４，０８５万円
○政務調査費 　　　２６１万円
○会議録速記料 　　４０６万円

○計画転作互助方式推進事業
  補助金 　　　　　 ２，０８８万円
○高収益型園芸産地育成事業
  補助金　　　　　 ５，５３７万円
○農地・水・環境保全向上
  活動支援事業費　　　 １１２万円
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平
成
20
年
度
決
算
の
歳
入

を
見
る
と
、
主
な
財
源
は
町

税
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県

支
出
金
、
町
債
な
ど
で
、
特

に
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支

出
金
は
歳
入
全
体
の
約
47
％

を
占
め
、
国
・
県
へ
の
依
存

が
大
き
い
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
予
算
が
流

動
的
、
他
動
的
で
あ
り
年
度

中
途
の
変
動
は
や
む
を
得
ま

せ
ん
が
、
補
正
を
行
う
こ
と

は
最
小
限
に
と
ど
め
る
努
力

を
今
後
も
期
待
し
ま
す
。

歳
出
で
は
、
主
な
事
業
と

し
て
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
や
道
路
橋
梁
費
一
般
事
業
、

高
収
益
型
園
芸
産
地
育
成
事

業
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

当
初
予
算
と
最
終
予
算
で

大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
款
が

あ
り
ま
す
が
、
予
算
の
執
行

状
況
及
び
事
務
事
業
の
実
施

状
況
か
ら
し
て
や
む
を
得
な

い
も
の
が
あ
り
、
妥
当
な
予

算
編
成
だ
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

※
財
政
力
指
数
‥
町
の
財

政
力
の
強
弱
を
示
す
数
値
。

一
・
〇
に
近
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

※
経
常
収
支
比
率
‥
財
政
の

弾
力
性
を
示
す
数
値
。
数
値

が
大
き
い
ほ
ど
深
刻
な
財

政
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

（
85
％
を
越
え
る
と
危
険

ゾ
ー
ン
）

自
主
財
源
の
主
た
る
町
税

の
徴
収
は
、
文
書
・
電
話
で

の
催
告
を
お
こ
な
う
な
ど
の

徴
収
努
力
に
よ
り
一
応
の
成

果
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
滞
納
額
が
累
積
し
て

い
ま
す
。

　

常
習
滞
納
者
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
財
産
の
差

し
押
さ
え
な
ど
適
切
な
滞
納

処
分
を
講
じ
、
現
年
度
分
に

つ
い
て
は
滞
納
繰
越
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
さ
ら
な
る

努
力
を
望
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
健
事
業
特
別

会
計
は
、
８
３
７
９
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
医
療
費
抑
制
に
あ
た
っ
て

創
意
工
夫
を
し
、
保
険
事
業

の
安
定
に
努
力
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

は
、
実
質
収
支
８
１
８
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
19
年
度

で
終
わ
り
、
精
算
の
た
め
平

成
22
年
度
ま
で
特
別
会
計
が

残
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

運
営
費
特
別
会
計
の
歳
入
は
、

財
産
収
入
や
繰
入
金
の
増
に

よ
り
１
９
２
２
万
円
、
歳
出

も
総
務
費
や
積
立
金
の
増
に

よ
り
同
額
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
切
な
運
営
が

行
わ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
老

人
保
健
に
変
わ
る
新
制
度
と

し
て
実
施
さ
れ
、
初
年
度
は

１
３
３
万
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
適
切
に
運

営
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特

別
会
計
は
、
歳
入
、
歳
出
と

も
財
産
収
入
の
減
に
伴
い

７
５
３
万
円
減
少
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
切
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
１
０
７
８
万
円

の
純
利
益
を
あ
げ
、
健
全
な
運

営
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
「
お
い
し
く
安
全
な
水
」

を
供
給
で
き
る
よ
う
、
さ
ら

な
る
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、
整
形

外
科
常
勤
医
の
派
遣
及
び
眼

科
医
派
遣
停
止
が
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
９
４
３
９
万
円

の
純
損
失
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
師
不
足
な
ど
厳
し
い
経
営

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

一
層
の
努
力
を
要
望
し
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
事
業
会
計

は
、
20
年
度
も
１
１
２
万
円

の
純
利
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
な
ど
に
努
め
る
と
と

も
に
、
経
費
の
節
減
な
ど
一

層
の
努
力
を
要
望
し
ま
す
。

20
年
度
決
算
を
見
る

〜
監
査
意
見
か
ら
〜

一
般
会
計

２０年度

０．４６５

９６．９％

１９年度

０．４４９

９７．９％

１８年度

０．４３９

９５．８％

財政力指数

経常収支比率

財政状況の推移

税目別滞納額の推移 1８年度 １９年度 ２０年度
町 民 税 ６, ４７３万円 ７, ３５７万円 ８, ０１１万円

固定資産税 １億１, ４２５万円 １億１, １９５万円 １億　 ９４５万円

軽自動車税 ５８７万円 ６３９万円 ６９７万円

合 　 計 １億８, ４８５万円 １億９, １９１万円 １億９, ６５３万円

納入金未納額の推移 1８年度 １９年度 ２０年度
町営住宅家賃 １, ００７万円 １, ０４２万円 １, １３２万円

保　育　料 ４２０万円 ４３７万円 ４００万円

国　保　税 １億５, ３７５万円 １億５, １８０万円 １億４, ３７０万円

住宅新築資金貸付金 ２, ８６９万円 ２, ８７８万円 ２, ８９９万円

町税滞納額 １億９千万円

そ
の
他
の
会
計
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【
要
旨
】

　

平
成
21
年
度
国
の
第
１
次

補
正
予
算
は
、
３
兆
円
の
執

行
が
停
止
さ
れ
ま
し
た
。　

　

早
急
に
第
２
次
補
正
予
算

を
編
成
し
、
以
下
の
事
項
を

早
期
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
請
し
ま
す
。

１　

景
気
を
安
定
軌
道
に
乗

せ
る
た
め
の
施
策
充
実
に
取

り
組
む
こ
と

２　
「
雇
用
調
整
助
成
金｣

制
度
を
維
持
し
、
か
つ
非
正

規
労
働
者
、
新
卒
者
の
雇
用

対
策
を
行
う
こ
と

３　
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

の
継
続
及
び
手
続
き
の
簡
略

化
等
の
検
討
を
行
う
こ
と

４　

学
校
施
設
の
エ
コ
改
修

や
耐
震
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
保
全
事
業
を
前
倒
し

で
実
施
す
る
こ
と

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣　

鳩
山
由
紀
夫

緊
急
経
済
対
策
の
早
期
実
施
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

完
全
失
業
率
が
５・
３
％
と

厳
し
い
情
勢
で
あ
り
、
年
末
・

年
度
末
の
更
な
る
雇
用
悪
化
を

防
ぐ
た
め
、
以
下
の
事
項
に
つ

い
て
な
お
一
層
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。

１　

雇
用
調
整
助
成
金
の
運

用
に
当
た
っ
て
は
、
事
態
に

即
し
た
緩
和
を
行
い
、
助
成

金
支
給
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

２　

雇
用
保
険
の
非
正
規
労

働
者
へ
の
適
用
範
囲
拡
大
を

図
る
こ
と

３　

訓
練
・
生
活
支
援
給
付

に
つ
い
て
は
、
恒
久
化
を
図

る
こ
と

４　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

５　

情
報
提
供
体
制
の
充
実

な
ど
、
新
卒
者
の
就
職
支
援

体
制
を
強
化
す
る
こ
と

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣　

鳩
山
由
紀
夫

厚
生
労
働
大
臣　

長
妻　

   

昭

緊
急
経
済
対
策
の
早
期
実
施
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

日
本
の
食
料
自
給
率
が
低

下
し
た
の
は
、
輸
入
農
産
物

が
大
量
に
流
れ
込
み
、
生
産

者
の
環
境
が
厳
し
く
な
っ
た

か
ら
で
す
。
日
本
の
農
業
を

守
る
た
め
に
は
、
自
給
率
を

50
％
台
に
引
き
上
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

日
米
間
に
お
い
て
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
自
由
貿
易
協
定
）
が
締
結

さ
れ
れ
ば
、
日
本
の
農
業
は

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ

と
は
必
至
で
す
。

　

よ
っ
て
、
日
本
の
農
業
に

重
大
な
打
撃
を
与
え
る
Ｆ
Ｔ

Ａ
の
交
渉
を
行
わ
な
い
よ
う

強
く
要
望
し
ま
す
。

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣　

鳩
山
由
紀
夫

外　

務　

大
臣　

岡
田   

克
也

農
林
水
産
大
臣   

赤
松   

広
隆

経
済
産
業
大
臣   

直
嶋   

正
行

日
米
間
に
お
け
る
Ｆ
Ｔ
Ａ(

自
由
貿
易
協
定)

に
関
す
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

介
護
保
険
広
域
連
合
で

は
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
抑
制

に
よ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
黒

字
が
発
生
し
、
蓄
え
た
基
金

も
17
億
円
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
黒
字
に
な
っ
た
分
や

基
金
は
、
元
々
被
保
険
者
に

還
元
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
財
源
を

活
用
し
、
以
下
の
事
項
を
実
施

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

１　

介
護
保
険
料
を
引
き
下

げ
る
こ
と

２　

低
所
得
者
の
介
護
保
険

料
の
減
免
措
置
を
拡
充
す
る

こ
と

【
送
付
先
】

福
岡
県
介
護
保
険

　

   

広
域
連
合
長

　

山
本   

文
男

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
と
減
免
を
求
め
る
意
見
書

改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完

全
施
行
等
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
関
す
る
請
願

議
会
に
対
し
て

請 

願 

が

１
件
あ
り
ま
し
た

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

【
要
旨
】

　

多
重
債
務
対
策
が
さ
ら

に
成
果
を
上
げ
る
よ
う
、
以

下
の
施
策
を
要
望
し
ま
す
。

１　

改
正
貸
金
業
法
を
早

期
に
完
全
施
行
す
る
こ
と

２　

自
治
体
の
相
談
窓
口

拡
充
を
支
援
す
る
こ
と

３　

個
人
、
中
小
企
業
向

け
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸

付
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

こ
と

４　

ヤ
ミ
金
融
を
徹
底
的

に
摘
発
す
る
こ
と

【
請 

願 

者
】

福
岡
県
司
法
書
士
会

会　

長　

荻
林　

和
則

【
紹
介
議
員
】

香 

原　
　

暹




